


３ ｜ 2014/5　睦会だより

日
頃
よ
り
社
会
福
祉
法
人
睦
会
及
び
遠
野
コ
ロ
ニ
ー
に
対
し
ま

し
て
、
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
四
月
一
日
付
け
で
遠
野
コ
ロ
ニ
ー
所
長
を
拝
命
し
、

そ
の
職
責
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

遠
野
コ
ロ
ニ
ー
は
昭
和
五
十
三
年
四
月
、
身
体
障
害
者
授
産
施

設
と
し
て
開
所
し
ま
し
た
。
印
刷
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
事
業
な
ど
利
用
者
の
皆
様
の
活
動
の
一
環
と
し
て
運
営
し

て
き
ま
し
た
。
以
来
、
幾
多
の
変
遷
を
経
な
が
ら
今
日
ま
で
継
続
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
三
十
年
に
は
開
所
四
十
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
ま
す
。
　

昭
和
か
ら
平
成
へ
と
時
代
が
変
わ
り
、
障
が
い
者
を
取
り
巻
く

環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
福
祉
に
携
わ
る
職
員
は
常
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
な

が
ら
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
と
日
々
感
じ
て

い
ま
す
。

先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
英
知
に
よ
り
築
い
て
き
た
遠
野
コ
ロ

ニ
ー
を
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義

務
と
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
、
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
尊
厳
を

保
ち
、
そ
し
て
、
地
域
社
会
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
皆
様
が

健
康
で
安
心
安
全
に
過
ご
せ
る
施
設
運
営
を
心
が
け
る
と
と
も

に
、
多
く
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ

と
し
ま
す
。

常
日
頃
よ
り
、
石
上
の
園
に
対
し
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
よ
り
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
御
礼
と
感
謝
の
意
を

申
し
上
げ
ま
す
。

私
こ
と
、
こ
の
四
月
よ
り
石
上
の
園
へ
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
石
上
の
園
も
早
い
も
の
で
、
昨
年
、
創
立
二
十
周
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
今
年
度
に
こ
ち
ら
に
ま
い
り
、
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

当
初
、
精
神
薄
弱
者
授
産
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
当
該
施

設
も
開
所
か
ら
二
十
年
余
が
経
過
し
た
こ
と
で
、
近
年
で
は
利
用

者
さ
ん
の
高
齢
化
・
重
度
化
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
障
害
程
度
、
支
援
内
容

等
、
現
状
に
則
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
も
生
活
介
護
メ
ニ
ュ
ー
の
日
中
活
動
支
援
の
場
の
創
設
は
、

喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
社
会
福
祉
施
策
は
、
高
齢
化
問
題
、
介
護
福
祉
人

材
不
足
等
の
諸
課
題
も
相
ま
っ
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、
自
宅
で
終
末

期
を
過
ご
し
「
み
と
り
」
の
時
ま
で
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
と
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
社
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
「
地
域
共
生
型
社
会
」
の
構

築
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
々
施
設
職
員
も
、
今
後
、

新
た
な
視
点
に
立
っ
て
そ
の
施
策
に
お
い
て
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
日
々
、
学
習
と
研
鑽
を
積
み
、
障
が
い
者
さ
ん
の
生

活
に
資
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
所
存
で

す
。
新
た
な
石
上
の
園
の
構
築
を
目
指
し
、
勇
往
邁
進
す
る
覚
悟
で

す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就
　
任
　
あ
　
い
　
さ
　
つ

障
害
者
支
援
施
設
　
遠
野
コ
ロ
ニ
ー

所
長

立
　
花
　
信
　
一

障
害
者
支
援
施
設
　
石
上
の
園

園
長
　

松
　
田
　
賢
　
雄

平成 29年度の取組

【社会貢献（地域公益）活動】「IWATE・あんしんサポート事業」に参画
現代社会は、地域における福祉的課題が多様化・複雑

化しており、現行の福祉制度やサービスのみでこれに対
応していくことは非常に困難な状況にあります。このよ
うな社会的背景も相まって、社会福祉法人のあり方が問
われ、根拠法である「社会福祉法」の一部が改正されま
した。改正法では、社会福祉法人が持つ高い公益性・非
営利性を鑑み、地域公益（社会貢献）活動を実施する責
務などが規定されました。
私共、社会福祉法人睦会は、障がい者の方々へさまざ

まな福祉サービスの提供を行っている公益法人です。
「IWATE・あんしんサポート事業」とは、県内の社会福祉
法人と各市町村の社会福祉協議会が連携・協力のもと、
さまざまな生活課題を抱える住民の相談に応じ、日常生
活上の福祉的困りごとの解決に向けて支援を行う社会
貢献（地域公益）活動です。
このたび、当法人は、この事業に賛同し、参画いたし

ました。法人内に「あんしんサポート相談員」を配置し、
生活困窮者自立支援事業とも連携しながら、生活困窮者

世帯等への訪問・支援等を行います。また、関係機関と
も連携のうえ、必要な各種社会保障制度や福祉サービス
へ繋いでいきます。

支援の内容
●既存の制度へのつなぎ
行政等の窓口に同行し、手続きを支援します。

●経済的支援
経済的援助の必要性がある場合は、現物給付にて援助　
を行います。この事業は社会福祉法人が社会貢献とし
て行うものですので、返還する必要はありません。た
だし、支払い、購入の際は、必ず相談員が同行し、領
収書等支払いの証明となる書類を持ち帰ります。

●経済的支援の限度額
１世帯につき概ね５万円以内。

●その他
職員の訪問や同行を要しない場合は、経済的支援の対
象とはなりません。
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日
頃
よ
り
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

 

当
法
人
事
業
運
営
に
対
し
、
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

四
月
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、
早
や
三
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
利
用
者
の
皆
様
は
各
種
作
業
に
励

ん
だ
り
、
体
調
に
気
を
つ
け
な
が
ら
日
々

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

今
般
の
社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
我
々
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
て
は
、
よ

り
一
層
の
組
織
の
健
全
性
、
透
明
性
、
公
共

性
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
法
人
で

も
新
た
な
役
職
員
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
事
業
を
し

て
い
く
上
で
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
制
度

や
環
境
が
変
化
し
て
も
、
常
に
利
用
者
さ

ん
に
寄
り
添
う
支
援
を
す
る
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
当
法
人
に
お
き
ま
し
て
も

平
成
二
十
七
年
三
月
に
中
長
期
経
営
計
画

を
策
定
し
、「
あ
な
た
（
利
用
者
）
が
主
役

あ
な
た
の
た
め
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

利
用
者
さ
ん
の
尊
厳
が
守
ら
れ
、
豊
か
な

人
生
を
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
に
と
、
役

職
員
が
共
通
認
識
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
計
画
も
策
定
し
て
終
わ
り

で
は
な
く
、
常
に
検
証
を
重
ね
て
よ
り
良

い
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
「
多
賀
の
里
」
の
運
営
が

精
神
障
害
者
家
族
会
（
現
・
す
ず
ら
ん
の

会
）
様
よ
り
当
法
人
へ
継
承
さ
れ
て
か
ら

十
年
が
経
過
い
た
し
ま
す
。
去
る
七
月
七

日
に
は
利
用
者
さ
ん
、
ご
家
族
、
関
係
各
位

ご
臨
席
の
も
と
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま

す
が
祝
う
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
来
年
は
法
人
設
立
、
遠
野
コ

ロ
ニ
ー
創
立
四
十
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

ま
す
。
記
念
の
年
で
あ
る
と
同
時
に
、
利
用

者
さ
ん
の
高
齢
化
や
障
が
い
の
重
度
化
、

福
祉
人
材
の
確
保
な
ど
山
積
す
る
課
題
を

解
決
す
べ
く
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
時
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
遠
野
市
は
じ
め
関
係
各
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
、
必
要
と
さ
れ
る
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
人
は
一
人

で
は
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

頼
り
頼
ら
れ
、
ど
ん
な
人
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
「
福
祉
の
ま
ち
遠
野
」
で
あ
る
た
め

に
も
、
当
法
人
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
非

常
に
大
き
な
も
の
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
ま
す
ま
す
の

ご
指
導
・
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

社会福祉法人　睦 会　　役　員　紹　介
【　理　事　】 【　評議員　】

新 　 里 　 佳 　 子

（ 理 事 長 ）

立 　 花 　 信 　 一

（業務執行理事/遠野コロニー所長）

菊 　 池 　 　 　 伉

遠 　 山 　 　 　 豊

安 　 部 　 全 　 一

松 　 田 　 光 　  治

馬 　 場 　 克 　 尚

山 　 蔭 　 和 　 子

三 　 浦 　 芳 　 昌

多 　 田 　 誠 　 幸

菊 　 池 　 武 　 夫

市 　 川 　 利 　 子

常 　 川 　 律 　 子

細 　 越 　 　 　 勉

京 　 谷 　 朱 　 美

【　監　事　】

（任期　平成 29.６.８から

平成 31 年開催の定時評議員会終結の日まで）

（任期　平成 29.４.１から

平成 33 年開催の定時評議員会終結の日まで）

菊池 伉理事より

金一封寄贈

５月１８日に菊池伉理事より法

人に対し、「利用者のために役立て

てください」とのことで金一封の寄

贈がありました。有効に活用させて

いただきたいと思います。ありがと

うございました。

社会福祉法人　睦 会

理事長　新　里　佳　子

理事長あいさつ



５ ｜ ｜ ４

障害福祉サービス事業所「多賀の里」は、平成 19年４月に遠野市精神障害者家族会からその運営を継承し、

今年で開設満 10年を迎えました。開設 10年を記念し、７月７日にふれあいプラザに於いて、本田遠野市長様

をはじめご来賓の皆様、ご家族の皆様にご臨席をいただき、開設 10周年を祝う会が開催されました。会では、

お祝いのお言葉を賜った他、アトラクションが披露され、和やかに 10周年を祝いました。

平成 19年 ４ 月 多賀の里開設（定員 25名）・開所式（３日）

６月 県障がい者スポーツ大会（以後毎年参加）

にこにこ運動会（以後毎年実施）

８月 納涼祭（遠野コロニーと合同で 21年度まで

毎年実施：以後隔年実施）

９月 いしまみ祭（以後毎年実施）

10月 一泊旅行（花巻温泉「ホテル紅葉館」）

12月 クリスマス会（以後毎年実施）

平成 20年 ２ 月 節分豆まき（以後毎年実施）

10月 遠野市ふれあい交流会（以後毎年参加）

11月 一泊旅行（田沢湖・繋温泉「ホテル大観」）

平成 21年 11 月 一泊旅行（花巻温泉「ホテル千秋閣」）

平成 22年 10 月 リフレッシュ外出（以後年に１度毎年実施）

平成 24年 ３ 月 障害福祉サービス事業所多賀の里「結和」

開設（10日）

定員 35名（多賀の里 25名：結和 10名）

４月 「結和」産直コーナーオープニング

セレモニー開催（23日）

10 年のあゆみ

「多賀の里」

「結 和」

作業風景

リフレッシュ外出
（仙台うみの杜水族館）

理事長挨拶 写真展示会食の様子



【事業活動計算書】

○収益の部

７ ｜ 2015/7　睦会だより

平成 28年度　決 算 報 告
法人全体の年度末の純資産は 11億 5,155 万円となり、前年度末と比較して 1,165 万円増大しました。事

業活動収支計算書の当期活動増減差額は 2,477 万円の黒字となり、前年度対比でも 2,213 万円増大しまし

た。総体的には良好な経営内容でした。

資 産 の 部

流 動 資 産

現金預金

事業未収金

その他

固 定 資 産

基本財産

その他の固定資産

1 , 2 3 5 , 3 8 1

4 4 4 , 0 2 3

3 5 4 , 6 6 6

7 9 , 1 0 0

1 0 , 2 5 7

7 9 1 , 3 5 8

6 2 9 , 0 6 4

1 6 2 , 2 9 4

負 債 の 部

流 動 負 債

事業未払金

その他

固 定 負 債

設備資金借入金

退職給付引当金

8 3 , 8 3 6

2 4 , 8 2 0

1 5 , 6 5 2

9 , 1 6 8

5 9 , 0 1 6

1 7 , 5 0 0

4 1 , 5 1 6

1 , 1 5 1 , 5 4 5差 引 純 資 産

5 6 8 , 5 8 0

1 3 7 , 6 6 2

4 3 0 , 9 1 8

3 6 6 , 1 4 4

3 8 , 1 3 1

1 1 , 5 8 6

1 5 , 0 5 7

2 , 3 5 8

1 3 , 0 0 0

5 8 3 , 9 3 8

（単位：千円）

（単位：千円）【財産目録】

○費用の部

5 4 3 , 0 4 4

2 8 2 , 0 0 3

7 1 , 8 8 5

5 0 , 8 5 8

1 1 5 , 2 5 5

3 5 , 5 9 8

Δ 1 3 , 1 2 0
5 6 5

3 , 1 2 4

1 3 , 0 0 0

5 5 9 , 1 6 8

サービス活動収益

就労支援事業収益

障害福祉サービス等事業収益

自立支援給付費収益

利用者負担金収益

補足給付費収益

その他の事業収益

サービス活動外収益

特別収益

合　計

サービス活動費用

人件費

事業費

事務費

就労支援事業費用

減価償却費

国庫補助金等特別積立金取崩額

徴収不能額

サービス活動外費用

特別費用

合　計

【障害福祉サービス事業所　ほほえみ】

【相談支援事業所　らいと】

3 ヶ所のグループホームが定員を満たさない状態でスタートしましたが、

年度末に入居者を迎え、定員を満たすことができました。世話人連絡会議は 3

回行い、普段身近に接する世話人から職員には見せない利用者の一面などの

貴重な情報を得ることができました。また、月 1回の休日訪問日には利用者一

人ひとりに声をかけ、困ったときに気軽に言える関係づくりに努めました。防

災への取組としての避難訓練は各グループホーム 2回ずつ行い、非常時に備

えることができました。

相談支援事業における相談件数は増加の一途を辿り、前年度に比して約

650 件の増加でした。中でも精神疾患を抱える相談者の増加が顕著でしたが、

相談内容は多岐にわたり、困難事例も数多く散見されました。こうした状況下

にあって、相談者が抱える課題に同じ目線で真摯に向き合い、寄り添い、支え

るように取り組みました。また、困難事例においては行政や各専門機関との緊

密な連携のもと、包括的・総合的相談支援体制が確立    されるよう努めました。

避
難
訓
練
の
様
子

【障害者支援施設　遠野コロニー】

睦会だより　2015/7 ｜ ６

青
空
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ス
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）

平成 28年度　事 業 報 告
28 年度は、今年 4月の「社会福祉法等の一部を改正する法律」（改正社会福祉法）の施行に向けた定款の変更やその

準備・手続きに取り組んでまいりました。また、石上の園の創立 20周年記念行事の実施、希望郷いわて国体・希望郷

いわて大会開催にあたっての製品販売活動参加など、大きなイベントを計画、実施することができました。利用者支援

にあっては、経営者協議会、障がい者福祉協議会、社会就労センター協議会等といった関係諸団体との情報の共有化を

図り、本会の基本理念・基本方針等の職員間の意思統一を図りながら、障害福祉サービスの充実と利用者支援の質の向

上に資するような事業運営に心がけてきました。

釜
石
仙
人
峠
マ
ラ
ソ
ン
参
加

開所から 38年が経過していることから、利用者の高齢化、重度化が顕著な

ものになっており、施設としても新たな対応を迫られる状況になりつつある

中、入浴支援、排せつ介助等を必要とする利用者、病院等に通院する利用者も

多くなってきており、より一層家族や職員間の連携が不可欠な状況となって

きています。生産活動においては、主流の印刷事業、クリーニング事業とも前

年度を上回る実績を挙げ、利用者、職員の努力の結果が実績として現れまし

た。作業支援では、利用者の意思を尊重しながら適正作業の提供に努めまし

た。日中一時支援事業においては、放課後等に見守りが必要な障がい児等に対

して活動の場を提供し、安心・安全な事業運営を行いました。

【障害者支援施設　石上の園】

創立 20周年の節目の年を迎え、関係省庁、地域住民、利用者家族等の出席

のもと、盛大にその記念式典及び祝賀会を執り行いました。また、記念旅行と

して計画した２泊３日の大阪旅行を事故・怪我等なく無事終了し、一連の記

念行事を盛会裏に終了することができました。利用者にあっては、障がいの重

度化が顕著で生活介護利用者が増加傾向にありますが、保護者との連絡を密

にしながら職員間で情報・知識・特性等の共有を図り、利用者目線での支援

に努めてまいりました。また、昨年度に引き続き、マラソン大会やスポーツ大

会等へも積極的な参加支援を行い、施設の恒例行事に関しても地域住民の

方々の参加も得ながら、開かれた施設・ふれあえる場の創設に努めました。就

労支援においては、利用者の意思を尊重しながらその適正作業配置に心がけ、

工賃向上と技能・知識の醸成を図るようその作業支援に努めました。

【障害福祉サービス事業所　多賀の里】

サービスの質の向上を図るため、岩手県社会福祉協議会の評価機関により

第三者評価を受審しました。利用者にあっては精神障がいを有している方が

多いことから、情緒の安定を図るための声がけや体調管理、相談・助言等の支

援に心がけました。生産活動では、主軸である配食事業と製品加工事業を中心

に取り組み、宅配弁当については大変好評をいただき、前年度実績を上回るこ

とができました。また、製品加工事業においては、利用者の希望と体調等を考

慮するとともに、利用者の心身の状況とペースに合わせた作業内容を提供し

ました。「結和」においては、高規格道路の開通に伴い客足の減少が著しい状

況の中、宣伝活動を実施しながら、日々の食堂業務に加え各催事における弁当

注文にも随時対応しました。産直部門においては客足減少の影響を受けたこ

ともあり、前年度実績を下回ることとなりました。
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生年月日　昭和 33年１月 28 日
出 身 地　遠野市綾織町
趣　　味　ガーデニング・ステンドグラス
特　　技　創作料理・早食い

【一言】

多賀の里で作業指導員として１年、今年４月からは遠

野コロニーに異動になり生活支援員として勤務してい

ます。通所・入所と大勢の利用者さんで毎日が、賑やか

だなあと思ったのが第一印象！ハンディを抱えながら

も頑張っている姿を目の当たりにし、自分も頑張らねば

と気力を頂いております。利用者さん一人ひとりが安心

して笑顔で過ごせるよう、その時その時のニーズに合わ

せながら寄り添える支援ができればと思っています。至

らないことだらけですが、よろしくお願いします。

遠野コロニー　生活支援員

及　川　千恵子
おいかわ・ちえこ

生年月日　平成７年８月 22日
出 身 地　花巻市高木
趣　　味　映画鑑賞
特　　技　お菓子づくり

【一言】
平成 28年４月より石上の園の生活支援員として働

かせて頂いております。

最初は仕事をなかなか覚えることができず、慣れるま

で時間がかかりましたが、職場の先輩方や利用者の皆様

に支えられて一生懸命頑張っております。

今後も利用者の皆様と行事や普段の関わりを楽しみ

ながら、一人ひとりの気持ちや変化を感じ取り、適切な

支援を行っていきたいと思っておりますので、よろしく

お願いします。

石上の園　生活支援員

菊　池　　　希
きくち・のぞみ

○
太
田
友
美
様

余
暇
活
動
奉
仕

（
エ
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ロ
ビ
ク
ス
等
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導
）

○
小
松
省
治
・
信
子
夫
妻
様

作
業
奉
仕
（
資
源
再
生
事
業
）

○
カ
イ
ジ
ョ
ー
㈱
様

ジ
ュ
ー
ス
寄
贈

○
に
こ
に
こ
運
動
会
奉
仕

☆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
協
力

綾
織
保
育
園
の
皆
様

綾
織
小
学
校
の
皆
様

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

高
橋
一
則
様
・
中
平
　
弘
様

石
関
宏
子
様
・
及
川
　
緑
様

昆
野
静
子
様
・
阿
部
恵
子
様

小
野
友
花
様
・
照
井
福
子
様

山
川
美
樹
様
・
村
上
寿
々
奈
様

服
部
美
玖
様
・
鳥
屋
部
浩
之
様

菊
池
悠
乃
様
・
佐
々
木
亜
優
佳
様

菊
池
夢
乃
様
・
佐
々
木
和
佳
奈
様

☆
協
力
金
寄
付

遠
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

<
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職員
紹介

あ り が と う ご ざ い ま し た ご奉仕くださった方々
（平成 28年 11月～平成 29年６月）

編

集

後

記

▼
先
日
、
石
上
の
園
の
じ
ゃ
が
い
も
畑
を
覗
い
て
み
る
と
、
葉
を
食
べ

ら
れ
た
跡
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
、
鹿
の
足
跡
が
至
る
所
に
あ

り
、
が
っ
か
り
。
心
配
に
な
っ
て
翌
日
に
再
び
覗
く
と
、
そ
の
形
跡
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鹿
に
と
っ
て
じ
ゃ
が
い
も
の
葉
は
あ
ま
り
美
味

し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

連
日
、
熊
の
出
没
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
鹿
も
出
没
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
人
里
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
野
菜

の
被
害
ば
か
り
で
な
く
、
身
の
危
険
防
止
に
は
十
分
気
を
付
け
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

遠野コロニー納涼祭
のご案内

○日　時 ８月４日（金）

午後５時～７時

○場　所 遠野コロニー 正面広場

屋台（食べ物・飲み物やゲーム）、イベント等盛りだくさん

の内容で準備を進めております。ご近所お誘い合わせのう

え、ぜひ足をお運びください。

【問合せ先】６２－５６３１　　　担当　鈴木・荻野
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運動会ではボランティアの
皆さんとも交流できました

会場の準備やイベント、屋台のお手伝いをしてくださる

ボランティアを募集しています。お気軽にお電話ください。

★ボランティア募集！★




